
宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
御
遠

忌
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
教
区
最
大
級

の
仏
事
で
も
あ
り
、
宗
祖
の
ご
縁
を
い

た
だ
い
て
教
区
内
の
僧
侶
・
門
信
徒
の

方
々
が
共
に
、
そ
の
お
念
仏
の
教
え
に

出
あ
っ
て
い
く
も
の
で
す
。
こ
の
機
縁

を
最
大
限
に
生
か
し
た
い
、
と
の
思
い

か
ら
法
要
を
記
念
し
讃
仰
す
る
試
み

を
募
る
こ
と
と
な
り
、
教
区
内
の
関
連

諸
団
体
・
有
志
各
位
か
ら
は
多
く
の
企

画
案
が
集
ま
り
ま
し
た
。
聴
聞
や
僧
侶

の
研
鑽
に
直
接
繋
が
る
も
の
か
ら
、
社

会
と
の
関
り
を
意
識
し
た
も
の
、
お
楽

し
み
の
要
素
を
打
ち
出
し
た
も
の
、
今

ま
で
の
歴
史
を
再
認
識
す
る
も
の
、
そ

し
て
次
世
代
に
繋
が
る
も
の
、
等
々
。

御
遠
忌
に
関
わ
る
方
が
様
々
な
形
で

増
え
る
こ
と
を
何
よ
り
大
切
だ
と
感

じ
て
お
り
、
多
様
な
讃
仰
事
業
が
揃

い
、
有
難
く
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

既
に
実
施
さ
れ
た
事
業
も
あ
り
、
法
要

前
後
に
様
々
な
企
画
を
実
施
し
、
益
々

の
気
運
の
醸
成
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

ご
法
要
の
円
成
は
勿
論
の
こ
と
で
す

が
、
今
回
の
御
遠
忌
が
今
後
の
教
区
内

で
の
お
念
仏
の
興
隆
に
繋
が
っ
て
い

く
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

月
輪
慶
比
古
（
御
遠
忌
讃
仰
部
会
長
）

御
遠
忌
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

御
遠
忌
讃
仰
事
業
に
つ
い
て

４
／
７
（
金
）　

平
野　

慶
之�

氏

（
白
山
市
徳
光
町�

明
證
寺
）

４
／
８
（
土
）　

藤
場　

芳
子�

氏

（
野
々
市
市
三
納�

常
讃
寺
）

４
／
９
（
日
）　

宿
野　

正
澄�

氏

（
金
沢
市
福
久
町�

淨
貞
寺
）

４
／
��
（
月
）　

齋
藤　

世
紀�

氏

（
金
沢
市
北
間
町�

專
稱
寺
）

４
／
��
（
金
）　

坂
本　
　

学�

氏

（
金
沢
市
長
町�

等
雲
寺
）

●
お
待
ち
受
け
【
お
や
ま
法
話
】

（
金
沢
別
院
）

（
午
後
１
時
��
分
～
本
堂
１
階
講
堂
）

４
／
��
（
月
）　

野
村　

誠�

氏

（
白
山
市
西
新
町�

仙
龍
寺
）

４
／
��
（
火
）　

森
田　

恵
利�

氏

（
金
沢
市
小
橋
町�

本
覺
寺
）

４
／
��
（
水
）　

大
窪　

顕
滉�

氏

（
白
山
市
安
吉
町�

浄
土
寺
）

４
／
��
（
木
）　

杉
谷　

伊
吹�

氏

（
金
沢
市
野
町�

德
法
寺
）

４
／
��
（
金
）　

松
寺　

麗
子�

氏

（
白
山
市
美
川
今
町�

正
壽
寺
）

●
お
待
ち
受
け
【
別
院
法
話
】

（
鶴
来
別
院
）

（
午
後
１
時
��
分
～
別
院
会
館
講
堂
）



御 坊

２
回
の
延
期
の
後
、
待
ち
に
待
っ
た

御
遠
忌
が
勤
ま
り
ま
す
。
と
て
も
嬉
し

く
思
い
ま
す
。

今
回
は
思
い
も
よ
ら
ず
、
総
務
部
会

長
を
さ
せ
て
頂
き
、
と
て
も
勉
強
に
な

り
、
無
い
頭
を
精
一
杯
回
転
さ
せ
て
も

追
い
付
け
な
い
自
分
が
あ
り
ま
す
。

沢
山
の
細
か
い
業
務
を
目
の
当
た

り
に
し
て
、
事
務
局
の
お
助
け
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
教
区
の
皆
様
の
力
無
く

し
て
は
、
何
も
進
ま
な
い
と
い
う
こ
と

を
と
て
も
強
く
感
じ
て
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
も
最
も
大
切
な
こ
と

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
座
」
に
参
拝
し
て

頂
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、

一
人
で
も
多
く
の
方
に
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
関
わ
っ
て
頂
き
、
業
務
終
了
後
や

業
務
前
に
参
拝
の
時
間
を
と
っ
て
も

ら
え
た
ら
と
思
い
、
全
寺
院
と
門
徒
の

方
々
に
ス
タ
ッ
フ
の
依
頼
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

初
め
て
金
沢
別
院
本
堂
で
勤
ま
る

「
音
楽
法
要
」
が
５
月
��
日
に
あ
り
ま

す
。
内
陣
、
外
陣
、
参
拝
席
が
一
体
と

な
り
同
朋
唱
和
で
お
勤
め
す
る
も
の

で
す
。
御
遠
忌
法
要
を
い
ろ
い
ろ
な
役

割
の
立
場
に
あ
る
全
て
の
方
が
一
体

と
な
っ
て
お
勤
め
で
き
た
ら
と
思
い

ま
す
。
ど
う
か
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

森
田
憲
代
（
御
遠
忌
総
務
部
会
長
）

御
遠
忌
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

教
区
御
遠
忌
法
要
に
向
け
て


